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研究内容

　グループ学習には解法発表型グループ学習（自力解決後にグループのメンバーと解法を発表し合い，グループの考

えをまとめる）だけでなく，グループのメンバーが互いの解決の見通しを出し合い，対話しながら協同的に問題解決

する解法探索型グループ学習があります．この解法探索型グループ学習に注目して，算数授業における協同学習が児

童の学習促進に与える影響を授業記録やグループの発話記録の分析をもとに量的・質的に調べています．また算数授

業の話し合い場面で，教師が児童の発言後にその発言の意味をグループで確認して発言者の考えをクラス全員が理解

共有できるようにしたり，教師の問いや児童の疑問に対してグループで相談してクラス全員の理解を促進したりする

ために１分程度のグループトークを取り入れることが大切であると考えています．グループトークの理解促進と理解

共有の 2つの機能に注目して，グループトークと全体交流の往還による授業展開の効果を学び合いの観点から検討

しています．さらに 4人程度のグループ学習後に 2つのグループから成る 8人程度の中規模集団の話し合い活動に

おける児童の自律的・協働的な探究的学びの様相も調べています．

関係論文，特許・著作物等の知財情報，連携の実績

・	石田淳一・鈴木正則　「算数創発事例におけるグループ対話の影響の検討」日本数学教育学会誌，105（12）,	p.2-11,	

2023

・	石田淳一・鈴木正則　「全体交流からグル -プトークに戻す教授方略の学習促進に関する研究」科学教育研究，47（4）

p.439-453, 2023

・	「『二つの数量の関係と別の二つの数量の関係との関係を比べる』問題の解答状況に関する調査研究」日本数学教育

学会誌，104(10), p.2-11, 2022

・	編著「20日間でできる学び合いスキル 30の算数指導」東洋館出版社，2021

・	「対話を楽しみ学びを深める算数指導」東洋館出版社，2021

・	2023 年度より横浜市日吉地区の横浜市立箕輪小学校，2024 年度より同地区の横浜市立日吉南小学校，矢上小学

校の日々の算数授業の中に T2として入り，算数授業改善の助言指導をしています．

・	2018 年度より栃木県塩谷町教育委員会の学力向上事業として，2019 年度より栃木県芳賀町教育委員会の学力向

上事業として，町内の小学校の算数授業の校内研修会に講師として指導助言をしています．

社会連携・産学連携の可能性

　算数の学び合いの授業作りを通した算数授業改善の助言指導などが可能です．

SeedsTokyo Kasei University
石田 淳一  ISHIDA	Junichi
児童学部	児童教育学科　教授

　算数科教育，グループ学習，授業（発話）分析，協同学習

算数授業における協同学習が児童の学びに与える影響の分析
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